
82012 . 10　市報 ぎょうだ

市　　税
　昨年度に引き続き、製造業を中心とした企業収益
の回復により法人市民税が対前年度比で1億224万円
（16.3%）の増収となり、税源移譲のあった平成19年度
以来の増加となりました。しかしながら、個人市民税
や固定資産税は減少傾向にあり、平成19年度との対比
では市税全体で10億9,848万円（△9.3%）減少して
います。

国・県支出金
　国庫支出金は、生活保護費負担金や子ども手当交付
金などの増により、対前年度比で1億9,699万円（6.5%）
増加しました。
　一方、県支出金は、農作物災害緊急対策事業や介護
基盤緊急整備事業などの終了により、対前年度比で1億
250万円（△6.6%）減少しました。

地方交付税
　地方交付税の財源不足を補てんするための臨時財政
対策債への振替額が減ったことによる普通交付税の増、
震災復興特別交付税の新設（851万円）などにより、対
前年度比で1億2,975万円（2.9%）増加しました。

市　　債
　市庁舎改修事業債などの建設事業債が4億210万円の
増となった一方、臨時財政対策債が4億4,217万円の減
となり、今年度の借入総額は4,887万円（△1.9%）減少
しました。

譲与税・交付金
　エコカー減税の実施や景気低迷の影響を受け、地方
譲与税や各種交付金のほとんどが、対前年度比で減少
しました。

　平成23年度の決算がまとまりました。
決算は、自治体の予算執行や財政運営を明
らかにするもので、自治体の家計簿といえ
るものです。
　市民の皆さんからいただいた大切な税金
などがどのくらい入り、どのように使われ
たのかを見てみましょう。

平成23年度

決算報告
～行田市の家計簿をお知らせします～

一般会計歳入の特徴
一般会計 歳入 総額
269億7,995万円
（前年度比3.2％増）

一般会計 歳入 総額
269億7,995万円
（前年度比3.2％増）

106億5,159万円
（39.5％）

【125,028円】

46億8,611万円
（17.4％）
【55,005円】

46億5,720万円
（17.3％）
【54,666円】

25億6,291万円（9.5％）
【30,083円】

17億4,277万円（6.4％）【20,457円】

13億6,646万円（5.1％）【16,039円】

6億1,273万円（2.3％）【7,192円】

7億18万円（2.5％）【8,218円】

市民１人当たり歳入計　316,688円
※グラフの【　】の数値は、市民１人当たりの額です。
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負担金・使用料
その他



9

消防費・その他
•高機能消防指令センター共同化事業…… 2,241万円
•消防自動車整備事業……………………… 1,942万円
•農道・排水路整備事業………………… 1億822万円
•田んぼアート米づくり体験事業…………… 800万円
•関東Ｂ-1グランプリ開催補助事業… ……… 710万円
•起業家支援事業…………………………… 1,097万円
•のぼうの城を核とした行田市魅力アップ事業
… ………………………………………………… 6,995万円

一般会計歳出の主な事業
一般会計 歳出 総額
253億4,723万円
（前年度比3.7％増）

一般会計 歳出 総額
253億4,723万円
（前年度比3.7％増）

89億4,169万円
（35.3％)

【104,957円】

38億9,824万円
（15.4％)
【45,757円】

32億4,897万円（12.8％)【38,136円】

30億5,502万円（12.0％)【35,860円】

26億698万円（10.3％）【30,600円】

15億6,553万円（6.2％）【18,376円】

9億6,046万円（3.8％）【11,274円】

10億7,034万円（4.2％)
【12,564円】

市民１人当たり歳出計　297,524円
※グラフの【　】の数値は、市民１人当たりの額です。

民生費

総務費

土木費

教育費

公債費

衛生費

消防費

その他

民生費
•医療費支給事業（子ども、ひとり親家庭等、重度心身障害者）
… ………………………………………………4億4,368万円
•安心生活創造事業…………………………… 604万円
•障害者自立支援給付事業………………6億8,384万円
•老人福祉事業……………………………… 8,624万円
•保育事業……………………………… 11億3,849万円
•子ども手当、児童手当支給事業…… 15億2,812万円
•生活保護事業………………………… 12億4,809万円

総務費
•市庁舎耐震補強事業……………………2億4,478万円
•永年文書整理事業………………………… 1,974万円
•地域振興基金積立事業…………………3億2,846万円
•市内循環バス運行事業…………………… 7,605万円
•自治会交付金事業………………………… 2,915万円
•防犯灯設置費補助事業………………… 2億692万円
•住宅用太陽光発電システム、住宅用高効率給湯器設置補助事業
… ………………………………………………… 1,676万円

土木費
•都市計画マスタープラン策定事業………… 798万円
•南北道路整備事業………………………… 7,260万円
•道路新設改良・維持事業………………6億5,046万円
•森づくり環境再生事業……………………… 373万円
•河川等改修・維持事業…………………1億7,172万円
•総合公園野球場改修事業………………1億1,789万円

教育費
•少人数学級編制事業……………………1億1,411万円
•小学校英語活動事業………………………… 366万円
•英語指導助手配置事業…………………… 4,621万円
•幼稚園就園奨励事業……………………… 9,432万円
•桜ヶ丘公民館建設事業…………………2億2,884万円
•図書館蔵書整備事業……………………… 2,759万円
•小・中学校施設改修事業（南河原中屋内運動場耐震補強など）
… ………………………………………………1億8,735万円

衛生費
•ごみ処理事業（可燃、不燃）……………5億9,049万円
•資源リサイクル事業……………………… 9,530万円
•し尿処理事業……………………………1億4,257万円
•母子保健事業……………………………… 6,536万円
•予防衛生事業……………………………2億1,096万円
•成人保健事業……………………………… 4,356万円


